
 第１学年 数学科学習指導案 

 
１ 単元名   変化と対応 

 
２ 単元について 

本単元は，学習指導要領で，第１学年の内容〔Ｃ関数〕（１）に位置付けられ，「具体的な事象の中から二つ

の数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通して，比例，反比例の関係についての理解を深める

とともに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う」ことを目標にしている。小学校算数科では，第４

学年から第６学年にかけて，数量の関係を□，△，a，xなどを用いて式に表しそれらに数を当てはめて調べた

り，変化の様子を折れ線グラフで表し変化の特徴を読み取ったり，比例の関係を理解しこれを用いて問題解決

したり，反比例の関係について理解したりしてきている。中学校数学科において第１学年では，これらの学習

の上に立って，関数関係についての内容を一層豊かにし，具体的な事象の中から伴って変わる二つの数量を取

り出して，その変化や対応の仕方に着目し，関数関係の意味を理解できるようにする。比例，反比例の学習は，

日常生活において数量を関係的に探求する基礎となるものである。これらの学習においては，一般的，形式的

に流れることなく，具体的に事象を考察することを通して，関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。

また，数の拡張や関数の概念を基にして，小学校算数科で学習した比例，反比例を関数として捉え直すことも

必要である。 

平成28年度佐賀県小・中学校学習状況調査の結果を見ると，設問「与えられた情報を基に，xと yの関係を

表に表すことができる」について，正答率は49.5とおおむね達成の基準を下回り課題が見られる。さらに，設

問「与えられた情報を基に，x と y の関係が反比例であることを説明することができる」についても正答率は

32.9とおおむね達成の基準を下回り，反比例の意味を理解し，数学的な表現を用いて説明する力を伸ばす必要

があると考えられる。また，反比例を扱う問題は，全国学力学習状況調査のＡ問題，およびＢ問題の両方に出

題されており，そのどちらもおおむね達成の基準を下回っている。 

本学級の生徒は，明るく活発で，授業に対して積極的に取り組むことができている。平成28年度佐賀県小・

中学校学習状況調査の意識調査では，クラスの８割以上の生徒が「数学の勉強は好きだ」という質問に肯定的

に回答している。「数学の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つ」という質問には，クラス

全員が肯定的に回答しており，生徒が数学を学ぶ意義をもち，数学における高い学習意欲を有していると言え

る。また，本校では「聴く・聴き合う」関係づくりを意識した授業展開を行っているため，各教科でグループ

での話合い活動が活発に行われている。そのため，グループ活動では，お互いに聴き合う雰囲気が身に付いて

おり，分かるまで理解したいという意欲的に学ぶ姿勢が見られる。一方で，生徒間の理解度に差も見られ，理

解している生徒が優位に立つような言動も見られるため，生徒同士がグループ活動を通して理解を深め合える

課題の提示や理解を促す個別の支援を並行して行う必要がある。 

指導に当たっては，本単元では，まず，関係する二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べること

を通して，関数関係についても理解を深めさせ，比例，反比例として捉えられるものがあることについて学ば

せる。その際，比例と反比例だけが関数であるような誤解に陥らないよう，関数の概念の広がりを実感するこ

とができるように指導したい。次に，比例，反比例について，変数を明確に意識し，表から変数 x，yの間の関

係を見いだし，式に表せることを理解させる。表，式，グラフを相互に関連付けながら，変化や対応，グラフ

の特徴など関数の理解を深めたい。そして，これらの学習を通して，関数関係を見いだし表現し考察する能力

を伸ばしたい。最後に，日常的な事象の中にある比例，反比例と見なせるものについて考えさせる。二つの数

量の関係を表やグラフで表し，その関係を理想化したり単純化したりして考えることによって比例，反比例と

見なすことで，変化や対応の様子について予測できることを知らせたい。 

本時は，比例や反比例の意味や特徴について考えを深めさせることをねらいとしている。特に，比例や反比

例の意味を「一方の値が２倍，３倍，４倍，・・・となると，他方の値が２（  ）倍，３（  ）倍，４（  ）

倍，・・・となる」という理解のみにならないように，比例や反比例の関係を式で表すことの有用性を感じられ

るようにしたい。そのためには，比例は対応する x と y の値の商は一定であること，反比例は対応する x と 

y の値の積は一定であることの知識を踏まえた表し方の定着を図ることが大切であると考えている。それによ

って，表から比例の関係や反比例の関係を判断する数学的な見方や考え方を養いたい。 
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３ 単元の目標 

 (1) 関数関係の意味を理解することができる。  

 (2) 比例，反比例の意味を理解することができる。 

 (3) 座標の意味を理解することができる。 

 (4) 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解することができる。 

 (5) 比例，反比例を用いて具体的な事象を捉え説明することができる。 
 
４ 単元の評価規準 

数学への 
関心・意欲・態度 

数学的な見方や考え方 数学的な技能 
数量や図形などに 
ついての知識・理解 

様々な事象を比例，反比
例などで捉えたり，表，
式，グラフなどで表した
りするなど，数学的に考
え表現することに関心を
もち，意欲的に数学を問
題の解決に活用して考え
たり判断したりしようと
している。 

比例，反比例などについ
ての基礎的・基本的な知
識及び技能を活用しなが
ら，事象を見通しをもっ
て論理的に考察し表現し
たり，その過程を振り返
って考えを深めたりする
など，数学的な見方や考
え方を身に付けている。 

比例，反比例などの関数
関係を，表，式，グラフな
どを用いて的確に表現し
たり，数学的に処理した
りするなど，技能を身に
付けている。 

比例や反比例の意味，座
標の意味，比例や反比例
の関係を表す表，式，グラ
フの特徴などを理解し，
知識を身に付けている。 

 

５ 単元の指導計画と評価計画（全17時間） 

節 項 時数（時間） 

１ 関数 １ 関数 ３ 

１７ 

２ 比例 

１ 比例の式 ２ 

２ 座標 １ 

３ 比例のグラフ ３ 

３ 反比例 
１ 反比例の式 

３ 

（本時２／３） 

２ 反比例のグラフ ２ 

４ 比例，反比例の利用 １ 比例，反比例の利用 ２ 

単元のまとめ １ 単元テスト １ 

 

「○」…指導に生かすための形成的な評価，「◎」…単元における総括の資料とするための記録に残す評価 

時 
間 ねらい 学習活動 

評価規準・評価方法 
数学への 

関心・意欲・態度 
数学的な 

見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などに 
ついての知識・理解 

１ 小単元１ 

具体的な事象

の中から，伴っ

て変わる数量

を見いだした

り，表やグラフ

で変化の様子

を調べたりす

ることができ，

関数の意味と

変域について

理解すること

ができる。 

具体的な場面で伴っ

て変わる２つの数量

の変化や対応の様子

を調べることを通し

て，関数関係を考察

する。 

◎二つの数量の関

係を図や表，グ

ラフに表し，そ

の特徴を調べよ

うとしている。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

○具体的な事象の

中にある二つの

数量関係を表し

た表やグラフな

どを基にして，

変化や対応の様

子を捉えること

ができる。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

 ○一方が決まれば

他方も決まると

いう関数の意味

を理解し，比例

や反比例を関数

として捉えなお

すことができ

る。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

２   ○関数関係の意味

を理解してい

る。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

３ 伴って変わる数量関

係や変域について理

 ◎伴って変わる数

量の関係やグラ

◎変数と変域の意

味を理解してい
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解し，xの変域を不等

号を使って表すこと

について考える。 

フを適切に表す

ことができ，変

数 x の変域を不

等号を使って表

すことができ

る。 

〔観察・小テスト〕 

る。 

〔観察・ワーク 
シート〕 

４ 小単元２ 

具体的な事象

の中から，比例

の関係を見い

だして文字を

用いて式に表

したり，その変

化や対応の様

子を，表を使っ

て調べたりす

ることができ

る。 

線香を燃やす実験か

ら，伴って変わる二

つの量の関係を表や

式で表したり，変化

や対応の様子に着目

したりして比例の関

係について考察す

る。 

◎具体的事象の中

から比例関係を

見つけようとし

ている。また，与

えられた条件か

ら，比例の式を

求めようとして

いる。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

○二つの数量関係

に着目し，変化

や対応の様子か

ら比例の関係を

的確に見いだす

ことができる。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

 ◎比例，比例定数

の意味を理解し

ている。 
〔観察・小テスト〕 

５ 与えられた条件から

比例の式を求める。

また，変数 の変域に

制限がある場合に

は，比例の関係を，変

域をつけて表すこと

について考える。 

 ○比例の関係を式

に表すことがで

きる。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

 

６ 小単元３ 

平面上の位置

を表すために

座標を負の数

まで拡張し，座

標平面に表さ

れた点の座標

を読み取った

り，点を座標平

面に表したり

することがで

きる。 

イベントホールの座

席案内図などの具体

例を基に，平面上の

点の位置を一意に決

定する座標の考えを

知る。 

◎座標平面に表さ

れた点の座標を

読み取ったり，

点を座標平面上

に表したりしよ

うとしている。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

○平面上の点の位

置を表すため

に，負の数まで

拡張した座標を

考えることがで

きる。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

○座標平面上の点

の座標を読んだ

り，座標が表す

点を座標平面上

に表したりする

ことができる。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

◎x軸，y軸，座標

軸，原点，座標，

x座標，y座標の

意味を理解して

いる。 
〔小テスト〕 

７ 小単元４ 

比 例の関 係

y=2x や y=-2x
などのグラフ

を考えること

を通して，比例

のグラフをか

くことができ，

比例のグラフ

の特徴につい

てまとめるこ

とができる。 

 

負の数まで拡張され

た座標平面を用い

て，範囲を広げて比

例の関係をグラフに

表すことを考える。 

◎比例の特徴に関

心をもち，表，

式，グラフなど

を用いて考えよ

うとしている。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

 ○比例の関係を表

す式に数を代入

し，対応する値

を求めることが

できる。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

○比例のグラフが

原点を通る直線

になることを理

解している。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

８ 比例定数の異なる複

数の比例のグラフを

かくことで，表，式，

グラフの理解を深

め，それらを観察す

ることを通して，比

例の特徴を整理す

る。 

◎比例定数 a に着

目して，比例の

グラフの特徴を

見出すことがで

きる。 

〔観察・ワーク 

シート〕 

○比例定数 a に着

目して，比例の

グラフをかくこ

とができる。 

〔小テスト〕 

 

９ 変数の変域に制限が

ある比例の関係をグ

ラフに表すことにつ

いて考える。 

 ◎比例のグラフを

かいたりグラフ

から比例の式を

求めたりするこ

とができる。 
〔小テスト〕 

○比例のグラフの

かき方やグラフ

の特徴を理解し

ている。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

10 小単元５ 

具体的な事象

の中から，反比

例の関係を見

いだして式に

反比例する具体的な

場面において，伴っ

て変わる二つの量の

関係を表や式で表し

たり，変化や対応の

◎具体的な事象か

ら見いだされた

反比例の関係

を，表や式で表

そうとしてい

○具体的な事象の

中にある二つの

数量関係を整理

した表につい

て，変化や対応

 ◎反比例の意味を

理解している。 
〔観察・小テスト〕 
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表したり，その

変化や対応の

様子を表を使

って調べたり

することがで

きる。 

様子に着目したりし

て反比例の関係につ

いて考察する。 

る。 
また，与えら

れた条件から，

反比例の式を求

めようとしてい

る。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

の様子に着目し

て調べ，反比例

の関係を見いだ

すことができ

る。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

11 

 

本

時 

表から反比例である

もの，そうでないも

のを判断し，理由を

説明することを通し

て，反比例の特徴を

整理する。 

○表から二つの数

量の関係が反比

例であるかどう

かを判断し，そ

の変化や対応の

特徴を捉え，自

分なりに説明す

ることができ

る。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

  

12 反比例の式から，数

を代入し，対応する

値を求める。また，与

えられた条件から反

比例の式を求める。 

 ○反比例の関係を

表す式に数を代

入し，対応する

値を求めること

ができる。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

 

13 小単元６ 

反比例 

の 

グラフを考え

ることを通し

て，反比例の

グラフをかく

ことができ，

反比例のグラ

フについてま

とめることが

できる。 

表を基に座標平面上

に点をとって反比例

の関係をグラフに表

すことを考える。 

◎比例定数の異な

る反比例の表や

グラフを比較

し，反比例の特

徴を考えようと

している。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

 ○反比例の関係を

表す式に数を代

入し，対応する

値を求めること

ができる。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

 

14 比例定数の異なる複

数の比例のグラフを

かくことで，表，式，

グラフの理解を深

め，それらを観察す

ることを通して，比

例の特徴を整理す

る。 

◎比例定数 a に着

目して，反比例

の特徴を見いだ

すことができ

る。 

〔観察・ワーク 

シート〕 

◎比例定数 a に着

目して，反比例

のグラフをかく

ことができる。 

〔観察・ワーク 

シート・小テスト〕 

◎反比例やグラフ

の特徴や双曲線

について理解し

ている。 
〔小テスト〕 

15 小単元７ 

比例や反比例

の関係を利用

して，身の回り

の問題を解決

したり，説明し

たりすること

ができる。 

日常生活に潜む比例

に関する問題を表，

式，グラフを用いて

考察する。 

○比例，反比例を

用いて具体的な

事象を捉え説明

することに関心

をもち，問題の

解決に生かそう

としている。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

◎具体的な事象か

ら取り出した二

つの数量の関係

が比例であるか

どうかを判断

し，その変化や

対応の特徴を捉

え，自分なりに

説明することが

できる。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

 ○具体的な事象の

中には，比例と

みなすことで変

化や対応の様子

について調べた

り，予測したり

できるものがあ

ることを理解し

ている。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

16 日常生活に潜む反比

例に関する問題を

表，式，グラフを用い

て考察する。 

○具体的な事象か

ら取り出した二

つの数量の関係

が反比例である

かどうかを判断

し，その変化や

対応の特徴を捉

え，自分なりに

◎反比例の関係を

表，式，グラフを

用いて表現した

り，処理したり

することができ

る。 
〔小テスト〕 
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説明することが

できる。 
〔観察・ワーク 
シート〕 

17 単元のまとめ

をする。 

単元テストを解く。  単元テストの結果を基に，これまでの評価結果を補正する。 

 

６ 本時の学習 

 ・変化と対応（本時11／17） 反比例の式（本時２／３） 
 
７ 本時の目標 

 ・x，yの関係を表した表の特徴を捉え，比例または反比例であることを判断し，自分なりに説明することがで

きる。 

 
８ 本時の評価規準 

 ・具体的な事象から見いだされた反比例の関係を，表や式で表そうとしている。また，与えられた条件から，

反比例の式を求めようとしている。          （小単元で評価）【数学への関心・意欲・態度】 

・表から二つの数量の関係が反比例であるかどうかを判断し，その変化や対応の特徴を捉え，自分なりに説明

することができる。                          【数学的な見方や考え方】 
 
 
 
９ 本時の展開 

過 
程 

学習活動 
 
 

形 
態 

○：教師の支援及び指導上の留意点 
（●：数学的活動における教師の支援） 
※：評価の観点と方法 

つ 
か 
む 

１ 比例や反比例の関係について，既習の知識を

確認する。 
 
 
２ 〔課題１〕を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪予想される生徒の反応≫ 
 ・１組しか値がないので，分かりません。 
 ・できるわけがない。 
 ・まず，関数ではないと思います。 
 ・他の y の値が分からないので，選べません。 
 ・空欄には何が入りますか。 
 ・(1)です。 
 
 
 

斉 
 
 
 
斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○電子黒板で一般式や変化の様子を確認する。 
○比例や反比例について，図に示したり，読んだ

りすることで，理解に時間を要する生徒にも配

慮する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○電子黒板に〔課題１〕を提示し，問題に不備が

あることに気付かせる。 
○ワークシート№１を配付し，〔課題１〕を示す。 
○どうして選べないのか，何が分かると選べるよ

うになるのか考えるように促す。 
 
○表に入る値を聞き，ワークシートに記入するこ

とで値を印象付けるようにする。 
 
 

〔課題１〕次の表で， x ， y の関係が比例であるもの，反比例であるものをそれぞれ選びなさい。 

(1) 

x  １ ２ ３ ４ 

y  12    
 

(2) 

x  １ ２ ３ ４ 

y   ９   
 

(3) 

x  １ ２ ３ ４ 

y      
 

 

：取り入れる数学的活動 
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見 
通 
す 

３ 本時の目標を知る。 
 
 
 
 
４ 〔課題１〕に取り組む。 
≪予想される生徒の反応≫ 
 ・どうしたらいいのか分からない。 
 ・(1)は反比例だと思う。 
 
 
５ 比例（反比例）と判断した理由について自分

の言葉で表す。 
≪予想される生徒の反応≫ 
 ・(1)は反比例だけど，理由が書けない。 
 ・(2)は何だろう。 
 ・(2)は比例だと思います。 
 ・○○だから，(3)は比例だと思います。 

斉 
 
 
 
 
個 
 
 
 
 
 
個 

 
 
 
○本時の目標を確認し，学習の見通しをもたせ

る。 
○判断した生徒には，どうしてそのように判断し

たのか，理由を考えるように促す。 
例）比例（反比例）だと思います。 

   その理由は，比例（反比例）の特徴の 
□□□だからです。 
 

○説明する際の型をワークシートに示すことで，

判断した理由の表し方が分からない生徒に配

慮する。 
○判断した理由の表し方が分かっている生徒に

は，友達に伝わりやすい表現にするよう促す。 
 
 

練 
り 
合 
う 

６ 自分が判断した理由をグループ内で説明す

る。 
 
 
 
 
≪予想される生徒の反応≫ 
 ・(1)は反比例だけど，理由は言えないよ。 
 ・答え方の型があるので，当てはめてみよう。 
 ・○○さんの判断理由は分かりやすいな。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｇ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○４人組の班にする。 
 
●友達の説明を聴いて，参考になる部分を取り入

れ，自分の説明に別色で加筆させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表から比例や反比例の特徴を見つけ，説明することができる 

〔課題１〕次の表で， x ， y の関係が比例であるもの，反比例であるものをそれぞれ選びなさい。 

(1) 

x  １ ２ ３ ４ 

y  12 6 4 3 
 

(2) 

x  １ ２ ３ ４ 

y  12 9 6 3 
 

(3) 

x  １ ２ ３ ４ 

y  
12
1

 
6
1
 

4
1
 

3
1
 

 

 

【数学的活動】ウ 
 自分の考えを人に伝える活動・人の考え 
を理解する活動 

 「おおむね満足できる」状況（Ｂ）：自分な

りに x，y の関係の特徴を捉え，反比例であ

ることに気付き，説明することができる。 

※表から二つの数量の関係が反比例である 
かどうかを判断し，その変化や対応の特徴 
を捉え，自分なりに説明することができる。 

【数学的な見方や考え方】 
         〔観察・ワークシート〕 
 

 「努力を要する」状況（Ｃ）と判断される生

徒への指導：前時までの学習内容を振り返ら

せ，比例，反比例の表の特徴を再確認するよ

うに助言する。 
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７ 説明に必要な表現等を全体で確認する。 
 

斉 
 

○生徒の発表を基に，全体で確認する。 
 

深 
め 
る 

８ 〔課題２〕に取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪予想される生徒の反応≫ 
 ・分からない。 
 ・比例なら，○○○である。 
 ・反比例なら，△△△である。 
 ・比例と，反比例の２通りあるので，どのよう

に答えるといいのかな。 
 
≪予想される生徒の反応≫ 
 ・分からないから，友達に尋ねてみよう。 
 ・こんな風にしてみたら分かるよ。 
 ・どうしていいのか，全然分からない。 
 

斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個 
 
Ｇ 

○ワークシート№２を配付し，〔課題２〕を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○どのように考えて y の値を求めたのか， x ， 

y の関係を説明して書くように指示する。 
●別の捉え方（未習であるが反比例の式から求め

る方法）もあることを伝える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま 
と 
め 
る 

９ 本時の学習について振り返る。 
 
 
 
 

個 
 

○本時の学習のまとめをワークシートに示した

「Key Word」を用いてワークシートに記述させ

る。 

※ 形態の欄の「斉」「個」「Ｇ」はそれぞれ以下のような活動を示している。 
 斉・・・一斉活動  個・・・個人活動  Ｇ・・・グループ活動 

〔課題２〕 次の表は，比例か反比例の表の一部で，x の値とそれに対応する y の値を表してい

ます。 

このとき，x=３ のときの y の値を求めなさい。 

x  ・・・ ２ ３ ４ ・・・ 

y  ・・・ １２  ６ ・・・ 

 

【数学的活動】オ 
 発展的に考える活動 

※具体的な事象から見いだされた反比例の関 
係を，表や式で表そうとしている。 
また，与えられた条件から，反比例の式を 
求めようとしている。 

【数学への関心・意欲・態度】 
〔観察・ワークシート〕 

 「おおむね満足できる」状況（Ｂ）：自分な

りに表から x，y の関係の特徴を捉え，反比

例であることに気付き，yの値を求めようと

している。 

 「努力を要する」状況（Ｃ）と判断される生

徒への指導：反比例の表の特徴を再確認する

ように助言したり，周囲の友達に尋ねるよう

に促したりする。 
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